
（配付資料１頁）規制改革実施計画を踏まえた規制・制度改革の更なる発展・深化について(案)
●人口減少等による課題を乗り越え、地方創生2.0を実現し、高付加価値創出型の成長型経済に移行するための規制・
制度改革に取り組むことが重要。

●国民生活に密着し社会・経済的に重要性が高い分野について、デジタル・ＡＩなどのテクノロジーの社会実装や利用者
目線の改革を徹底していくことが課題。まずは既に決定された事項の具体化・前倒し・深堀りから議論を進めていく。

～検討課題の例～

・地域におけるオンライン診療の更なる普及・円滑化
・農業の大規模経営・参入の促進等

・医療・介護分野におけるタスク・シフト／シェアの促進
・地域の実情に応じた介護サービス提供体制の見直し

・政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ＩＳ
ＭＡＰ）等の見直し

・ＧＸへの投資の促進
・医療等データの利活用の促進

・膨大な所有者不明土地等の有効活用（再掲）

地方創生
・膨大な所有者不明土地等の有効活用
・全国における移動の足不足の解消（ライドシェア等）

賃金向上、人手不足対応
・生産性の高い多様で柔軟な働き方の推進（スタートアップ等）
・年次有給休暇制度の見直し
・フリーランス・ギグワーカーの労働環境の改善

投資大国
・医療･介護･農業･法務など各産業におけるＡＩ・デジタル
活用の促進、フィジカルＡＩの社会実装の促進

・スタートアップへの投資促進・成長促進
・無人航空機（ドローン）等の社会実装の促進

防災・減災
・迅速な復旧に向けた損壊家屋等の公費解体・撤去の促進
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